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病院図書室の多くは予算上、スペース上の ある。蔵書数は６．１００冊で、そのうち２，０００

制約を受けるので、その中で利用者要求を満 冊が単行書、４，０００冊が製本雑誌である。年

し、かつ上質で広範な情報提供が可能な蔵書 間受 入図書冊数は約１００冊、受入逐次刊行

を作り出すのは大変難しいことである。病院 物 は洋雑誌１１３種、和雑誌９５種で、雑誌中

の図書委員会が収書に関連してどのような役 心 の収書になっている。予算は年間約５８１

割を果すのかを考えてみると、第１に収書方 万円でほとんどが逐次行刊物の費用である。

針を決めること、第２にその方針に従って実 図書室は医務局に所属している。各診療科

際の選書をすること、第３に調査などを行っ やリハビリテーション部、薬剤部などと平行

て利用者の意見を収書に反映させること、第 して医学資料室という部署があり、これは病

４には病院の図書室のあり方について考えて、 歴室と図書室、写真室とから成っている。図

それを病院に提言すること、等であろう。図 書室には経験豊かな専任の司書が１名勤務し

書委員会で収書方針を考える時にいつも迷う ている。図書委員会は医師２名、司書１名の

点かおる。それは収書に当って、一つは基本 計３名で、非常に小人数である。私は図書主

的なものをバランスよく揃えていくべきだと 任と医学資料室長という辞令をもらって いる

いう考え方と、もう一つは小さな病院図書室 が図書主任が図書委員長の役割も兼ねている。

であるから利用者要求を第一に考えて、蔵書 私の病院の収書方針は十数年前に、つまり

構成にはあまりこだわらなくてもよかろうと 病院が発足した時にできたものであるが、資

いう二つの考え方のいずれを採るがというこ 料を中央化すること、臨床を中心にすること、

とである。私は病院図書室の収書方針に関し 教科書などの基本的なものを揃えること、な

ては、究極のところそこにいくと思っている。 どとなっていた。しかし、その後徐々に蔵書

もちろん、そのどちらか一方のみが正しいと が整って状況が変ってきたので、必らずしも

いうことではなく、その二つの考え方をいか この方針にとらわれず、フレキシブルに収書

にバランス良く調和させて病院図書室として している。

有効な収書をすべきであるかということが図 実際の収書の方法は、年１回図書室で購入

書委員会の最も重要な課題であろう。今回は、 を希望する単行書、雑誌をそれぞれ別に募集

私どもの病院における実例と近畿病院図書室 する。各科、各部門ではこれら購入希望図書

協議会（病図協）が最近行った病院図書室の をまとめて優先順位をつけて図書室に提出す

実態調査の資料を参考にしながら、収書の考 る。こうして出された各科の希望リストを図

え方と方法について私見を述べる’。 書委員会が検討し、取捨選択して病院全体と

最初に私の勤務している病院の図書室を紹 しての購入リストの案を作成する。その際、

介する。星ケ丘 厚生年金病院は病床数６４４ 図書の予算として特に決まってはいないが、

床の総合病院で、図書室の面積は１１０ｍ＾で 前年度の購入額に少し上乗した額が総額にな
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るように図書委員会でコントロールして、そ

れを経理課長に提出する。事務局長や院長が

決裁しているが、今までの例では図書委員会

が提出したものがそのま ヽゝ通ってきている。

実際のところは、雑誌をこれ以上増やす余地

はないので、雑誌募集の時は交換（新しいも

のとの差しかえ）の希望があるかどうかを聞

いたり、あるいは新設または拡張された科が

あればその科を優先したりしている。希望図

書が少なかった時には、これはある意味では

い・ゝ機会であるので、図書委員会が独自の判

断で、日頃揃えたかったものや足りなかった

もの、例えば辞書類などを入れるようにして

いる。

次に近畿病図協のアンケート調査から収書

に関連したところを引用させていただく。表

１は図書委員会の審議事項にどういうものが

あるかというアンケートの回答であるが、一

番多いのはやはり選書で８６％の図書委員会が

これを行なっている。次いで収書方針を審議

することが６２％にのぼっており、選書や収書

に関する仕事が図書委員会の仕事の中心になっ

ている。

収書方針は具体的にどういうものかという

と表２にみられるように、基本的なテキスト

表１
図書委員会の審議事項

ａ。予算案の作成 ２８

ｂ．設備・施設 ２８

ｃ．人員の補充・変更 ６

ｄ．収書方針 ３１

ｅ．選書 ４３

ｆ．寄贈書の取扱い １０

ｇ．資料の保存期間 １８

ｈ．製本種別 ５

ｉ．廃棄基準 １４

ｊ．図書利用規約 ２８

ｋ．図ｍ室業務について ２５

１．図書室活動の評価 ９

ｍ．。その他
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表２

収書方針（具 休的に）

ＢａｓｉｃなＴｅｘｔｂｏｏｋ中 心に収集

臨床的なもの中心に ／／

逐次刊行物を重 視 ／／

個人で買えな い高価なもの ／／

（安価なものは避けるを含む）

利用度を中心 ／／

ｍ書構成上片寄りのないこと ／／

（均等収集を含む）

各科雑誌 ５種

各科全集 １種

病院の診療の特色を生かして収集

（単科病院も含ｔｒ．老人病 ，

精神ｎ ，東洋医学 ，ｅｔｃ）

全集，シリーズもの中心に収集

／／ は収集しない

個人的な好 みの強いものは避ける

希望図書を最重視す る

１ ０

１ ４

４

６

３

３

１

１

５

２

２

１

４

ブックや臨床的なものを中心に図書の収集を

しているところが多い。選択のポイントとし

ては利用度、利用者要求、蔵書構成などが挙

・げられている（表３）。

選択のためのトゥールには現物（見計い図

書）、出版物目録、新刊案内などが多く用い

られる。その他に ＣｏｒｅＪｏｕｒｎａｌ，ＣｏｒｅＢｏｏｋ

のリストを選択の資料にしているところもあ

るが、これは私どもの病院では大いに参考に

している。Ｃｏｒｅ Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ のリストには

Ｂｒａｎｄｏｎのリストなどいくつかのものが知

られている。和書のリストは今まで適当なも

のがなかったが、最近近畿病図協が「病院図

書室マニュアルー医学資料の整理と利用」と

いう本を出版され、巻末に付録として「医学

基本図書目録」を作成し掲載しておられるの

で参考になると思う。ただ、一般の病院でこ

れだけのもゐを一通り揃えるのは大変である。

実際には、私の使い方としては自分自身がこ

のリストを見て個人で購入するとか、私の科

がこれを参考に揃えるとか、そういう形でも



表３

・選択のポイント（複数記入）

単行書

１．利用度

２．利用者要求

（各科の希望ｉｌｌｓ位も含む）

３．蔵書構成

４．価格

５．著作事項

６．各科の予算内購入

７．各科均等に

８．改版されたもの

９．統計類のみ購入

１０．研修生の希望図書中心

雑誌

１．利用度

２．利用者要求（必要性）

３．各科平等に

４．価格

５．主題別構成

６．ｍ数をふやさないこと

７．新しい分野に寛容

８．医局会で討議決定を重視

９．各科部長の意見重視

１０．研修生の希望重視

１８

１７

１２

８

２

２

１

１

１

１

２４

１５
８

５

４

２

１

１

１

１

利用している。

次に私の病院の収書を検討してみると、病

院図書室の大半で受け入れられている洋雑誌

和雑誌は大体入っているが、特徴的な点もみ

られる。表４はリハビリテーション、神経病

学、精神医学の領野にしぼって、私の病院で

購入している洋雑誌を近畿病図協加盟の４４病

院と比較したものである。例えば Ａｍ．Ｊ．Ｏｃｃｕｐ

Ｔｈｅｒが ４／４４というのは４４病院中私の病院

を含めて４病院がこの雑誌を持っていること

を示している。１／４４というのは、この雑誌

が私の病院にしかないという意味である。私

表 ４ リハビ リ・神経 領域購入誌

ＡｍＪＯｃｃｕｐ Ｔｈｅｒ
ＡｍＪＰｈｙｓ Ｍｅｄ
Ａｍ Ｊ Ｐｓｙｃｈｉａｔ
Ａｍ Ｊ Ｐｓｙｃｈｏｌ

Ａｎｎ Ｎｅｕｒｏｌ
Ａｎｎ Ｒｈｅｕｍ Ｄｉｓ

Ａｒｃｈ Ｇｅｎ Ｐｓｙｃｈｉａｔ

Ａｒｃｈ Ｎｅｕｒｏｌ
Ａｒｃｈ Ｐｈｙｓ Ｍｅｄ Ｒｅｈａｂｉｌ
Ａｒｔｈｒｉｔｉｓ Ｒｈｅｕｍ

ＡＳＨＡ

Ｂｒａｉｎ
Ｂｒａｉｎ Ｌａｎｇ ’

Ｂｒ Ｊ Ｍｅｄ Ｐｓｙｃｈｏｌ
Ｂｒ Ｊ Ｐｓｙｃｈｉａｔ

Ｂｒ Ｊ Ｓｏｃ Ｃｌｉｎ Ｐｓｙｃｈｏｌ

Ｃｏｇｎｉｔｉｏｎ
Ｃｏｒｔｅｘ ，

Ｄｅｖ Ｐｓｙｃｈｏｌ
Ｇｅｒｉａｔｒｉｃｓ

Ｉｎｊｕｒｙ
Ｊ Ｃｌｉｎ Ｐｓｙｃｈｏｌ

Ｊ Ｎｅｕｒｏｌ Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇ Ｐｓｙｃｈｉａｔ

Ｊ Ｎｕｅｒｏｓｕｒｇ
ＪＳＨＤ

Ｎｅｒｖｅｎａｒｚｔ
Ｎｅｕｒｏｌｏｇｙ

Ｎｅｕｒｏｓｕｒｇｅｒｙ
Ｐａｒａｐｌｅｇｉａ

Ｐｈｙｓ Ｔｈｅｒ
Ｐｈｙｓｉｏｔｈｅｒａｐｙ，Ｌｏｎｄｏｎ

Ｒｈｅｕｍ Ｒｅｈａｂｉ１

Ｓｃａｎｄ Ｊ Ｒｅｈａｂｉｌ Ｍｅｄ
Ｓｃａｎｄ Ｊ Ｕｒｏｌ Ｎｅｐｈｒｏｌ

Ｓｏｃ Ｃａｓｅｗｏｒｋ

Ｓｐｉｎｅ
ｓｔｒｏｋｅ

Ｓｕｒｇ Ｎｅｕｒｏｌ

４／４４
４／４４
１０／４４

１／
４４
５／４４
６／４４
１１／４４
１５／４４
６／４４
８／４４

１／
４４
７／４４
１／４４
１／４４
１０／４４
１／４４
１／４４
１／４４
１／４４
４

４

４

４

／

／

５

２

２／４４
８／４４
１８／４４
３／４４
１１／４４
１４／４４
３／４４
２／４４
７／４４
２／４４
２／４４
１／４４
６／４４
３／４４
４／４４
６／４４
６／４４

の病院はリハビリテーションに力を入れてい

る総合病院であるが、病院の特徴が収書によ

く反映されている。このように各病院が特色

のある収書をするのは良いことだと思ってい

る。

次に、病院の職員が自分の病院の図書室を

どれだけ頼りにするかということについて考

えてみる。私どもの病院では数年前に利用者

の調査を行ったが、出身校や他機関とのつな

がりがあって、そこから文献入手ができるか

どうかという質問に対して、医師の１２９６が

「ハイ」と答えている。すなわち自分の病院

の図書室以外にも利用できる図書室があると

いう者が大多数であった。ところが看護婦の

場合「ハイ」１９％、「イイエ」８１％でこの辺

は医師と大分違っているので、収書の際に留

意すべきであろう。

１９



図書室で購入している雑誌と個人で購入し

ている雑誌が重複しているものがあるのは当

然であるが、その数は医師の場合２，５誌重

複して購入しており、看護婦では０．７５誌で

あった。和雑誌について私個人の例を表５に

表５ 病院と個人の購入誌

病院 個人

精神神経学雑誌

臨床神経学・

脳波と筋電図

失語症研究

日本老年医学会雑誌

日本医師会雑誌

ＪＡＭＡ（日本語版）

精神分析研究

脳と神経

神経研究の進歩

精神医学

臨床精神医学

神経内科

臨床脳波

クリニカル・ニューロサイエンス

ＣＴ 研究

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

示した。上段は学会誌で、下段はそれ以外の

雑誌である。このように医師は自分の所属す

る学会の学会誌を自動的に所有しているので、

病院で学会誌を購入すべきか否かが問題にな

る。個人で持っているから病院の図書室では

学会誌を揃えなくともよいという考えもあれ

ば、一方でやはり学会誌は基本的なものだか

ら揃えておくべきだという考えも出てくる。

表５の中で学会誌以外の主な神経領域の雑誌

を病院で購入しているが、これらはいずれも

２０

もし病院になければ個人的にでも購入したい

もので、図書室があって助かっている。

そこで病院図書室の収書の際に何か基準に

なるかということをもう一度整理すると、先

ず第１に病院の方針、設置主体がどのような

病院であるかが重要である。それから予算、蔵

書構成、利用者の要求、利用度、スペース等

も当然参考にすべきである。以上の他に病院

図書室の場合は大量の蔵書を揃えることは不

可能であるから、他機関の資料を如何に利用

できるか、そのシステムを作ることが非常に

大切である。先程私の病院の収書の特色につ

いて述べたが、各病院が得意とする領域を分

担して収書し、それをみんなで利用していけ

ばよいと考える。更に病院の場合は個人が、

特に医師が自分の領域のものをかなり持って

いるので、図書室がそれを把握しておいて必

要に応じて利用させてもらうというような工

夫もすべきであろう。

最後に収書に関連して、資料の廃棄という

ことにも触れておかねばならない。先程の実

態調査では廃棄基準を持っているところが１１

病院、基準のないところが５０病院で、まだ深

刻に考えられていないところが多いようであ

るが、これからは重要な問題になってくると

思われる。寄贈書の取扱いについても同様で、

取扱い基準のない病院が殆んどであるが、検

討が必要であろう。

以上、病院図書室の収書について、星ケ丘

厚生年金病院の実情と近畿病図協の実態調査

の結果を述べその中で図書委員会の現状と役

割について考察した。




